
Topヘ　　　学校行事へ

ランランマラソンが始まりました

音楽にあわせて走る走る！

ただ走るだけなのに、大滝っ子は一生懸命
でも、みんなニコニコ走っています。

一年生はいきなりはきついので、３周だけ。
でも、元気が有り余っているようで、その後も外で駆け回っていました。



本年度はじめてのランランマラソンということで
ペースがつかめなかったのか、ちょっと疲れてふらふらしちゃうこともありました。

走り終わったら、友達同士で走った周回数を確認し合っているひとも
お互いにいいライバルになって、高め合えればいいですね＾＾



Topへ　　学校行事へ　　去年の一年生をむかえる会へ

５月１６日に、一年生をむかえる会　兼　はじめてのたてわり活動
がありました。

５年生による花のアーチを通って

６年生のお兄さんお姉さんと手をつないで、１年生が入場します。

児童会主催の会も、初めてなので
ちょっと緊張気味の児童会の面々
でも、声はちぢこまったりせず、しっかりと司会を務めてくれました。
今年の大滝小学校テーマは目標は
「笑顔と元気のパワーで日本一の大滝小学校に」です。

まずは、一年生の自己紹介。
お名前を大きな声でいえました。



みんな背筋がしっかり伸びています＾＾

自己紹介が終わったら、大滝小学校歌を歌いました。
まだ入学して一か月なのに、しっかり覚えて大きな声で歌ってくれました。

６年生からプレゼント。おおきなメダルを首に掛け
とってもうれしそう。

そしてみんなでジャンケン列車。
子どもも先生も、みんなで一つの列になりました。



最後は、たてわり班に分かれて、みんなでいっしょに遊びをしました。
楽しく、仲良くできたかな？

今度はウォークラリー。みんなで一緒にガンバロウね。



ＴＯＰへ　　学校行事へ　　昨年の全校ウォークラリーへ　その２へ　その３へ

天候にめぐまれ、爽やかな初夏の風を感じながら全校ウォークラリーを行うことができました。

今年は学校を出発し、藤瀬の山から大滝神社まで歩きました。

たてわり班でウォークラリーをし、目標タイムとクイズの点数で競います。

学校で開会式をしました。

高学年が低学年を思いやりながら・・・と、児童会代表からの言葉はさすがです。

児童会の司会、説明もしっかりと言うことができました。
　　

　　 　　

　　 　　

ボランティアのみなさんにご協力いただきました。

ありがとうございます！

優勝めざして出発！よーい　どん☆



　 　

　 　

　 　

　 　

元気よく出発した子どもたちがどんなことを経験し、学んだか・・・
次回へつづく・・・



Topへ　　学校行事へ　　ウォークラリーその１へ　その３へ

さて、意気揚揚と出発した子どもたちですが

今回は山道ということで、高低差や足場の悪さでハードな道程となります。

それでも大滝っ子は負けません

頂上についたときにも、みんなにこにこしていました。
頂上に待ち構えていた課題は「景色をみて、俳句を作ろう」というもの

無茶振りだなぁ！って思っていたのですが
結構スラスラ作っていくので、驚きました。

最優秀俳句は

赤２A「山高い　春風そよぐ　緑町」

でした。

他作品は
「山からは　いろいろ見える　びわ湖など」
「景色見て　緑がいっぱい　きれいだな」
「山高い　びわ湖が見える　きれいだな」
「上からの　景色サイコー　鉄塔場」
「山の上　遠くを見たら　きれいだな」
「森の中　景色がきれい　びわ湖まで」
「藤瀬から　見えるびわ湖は　最高だ」
「青空の　もとでながめる　山景色」
「山の上　景色を見ると　気持ちいね」



「山からの　びわ湖がきれい　最高だ」
「感動だ　今までにない　景色だな」

さて、山をおりていきますと富之尾の公園で休憩になります・・・んが
休憩前の課題として「大滝小学校校歌を歌う」というのがありました。

富之尾に響きわたる歌声・・・ここで恥ずかしがって声が小さくなってしまわないあたり
さすがとしか言いようがありません。

休憩中・・・休憩中！？　いや、休もうよ！？

ここからはアスファルトの道
ゴールの大滝神社に向かって出発します。

地域の方がボランティアで交通安全を守ってくださいました。



きっと疲れてしまった下級生のリュックをもってあげているんでしょう。
心あたたまるワンショット

橋をわたれば、あとちょっと・・・最後の課題が待っています。

「河瀬駅で１０時の電車に乗りたい時に、どのバスに乗ればいいでしょうか？」

時間・距離・時刻表の見方、総合的な判断が求められます。
６年生は来年からバス通学。
大丈夫かい？



ザアアアアアアアアアア・・・・・・・

次回に続く



Topへ　　学校行事へ　　その１へ　　その２へ

全校ウォークラリーその３です。

最後のチェックポイントが終わると、
犬上川沿いの遊歩道を通って大滝神社に向かいます。

岩場に流れる水がいくつもの滝を作って
とても美しい景色です。

写真は、現地で生で観ましょう。

大滝神社についたら、お弁当タイムです

大滝小給食室の方々に作っていただいたお弁当給食

お礼を言いながら１人ずつ取りにきます。

そして班全員そろって、いただきます！



お弁当が終わったら各班の遊びの時間



５，６年生が低学年から高学年まで全員でたのしめるような
遊びを考えてくれていました。

さて、いよいよ閉会式

児童会による進行で、表彰状は児童会長からわたされます。

自分たちがなんの賞なのか、みんなドキドキです。

最終結果

優勝　青１Ｂ
２位　黄１Ａ
３位　赤２Ａ
でした。おめでとうございます＾＾

来年はまたコースが変わります。来年もまたお楽しみに＾＾



Topへ　学校行事へ

５月２８日
交流給食がありました。

交流給食とは、１年生と一緒に食べたり
先生が別の学年に行って一緒に食べたりするのです。

今日は６年生が１年生と一緒に食べました。

カメラを向けられた時の反応の違い、６年生はクールですね
給食もよく見てみると、６年生と１年生では量が全然違いました。

３年生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４年生



５年生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２年生

他のクラスはこんな感じ。
先生が違っても、準備はちゃんとできました。



Ｔｏｐへ　　学校行事へ

今日はプール掃除がありました。

みんな整列して掃除の仕方を聞いています。
プールの水色の内壁は、傷ついちゃうのでタワシとかデッキブラシを使っては
ダメなんだそうで、知っていましたか？

大プール秋冬の間にたまった泥やゴミがすごいことになってます。
はたして、２時間できれいにできるのか！？

洗剤をつけて、スポンジでコシコシ　　　　　　汚れが溜まったスキ間もコシコシ



水かけてコシコシ　　　　　　　　　　　　　　　コシコシコシコシ

あれ・・・いつの間にかプールの床が、景色がうつるくらいきれいになってます。

Ｂｅｆｏｒｅ



Ａｆｔｅｒ

おみごと！
なにこの［劇的BeforeAfter］

もちろん、プールサイドや更衣室、シャワーなども
しっかり掃除してくれていました。
これで、来週から気持ちよくプール学習ができますね＾＾



Topへ　　学校行事へ

５月３０日はゴミゼロの日
というわけで、今日はみんなで運動場の掃除をしました。

みんなもくもく、もんくもいわず・・・というかむしろ楽しそうに
草むしりや石拾いをしていました。

こういう作業を一生懸命できるのは、大滝っ子の素晴らしい特徴の一つですね＾＾



Topへ　　学校行事へ

交通安全教室というわけで
今日は３年生以上で、かつ徒歩登校の子どもたちは
自転車をおしてきています。

大滝小学区には信号がなんと一つしかないので
信号自体にあまりなじみがありません
これを機会にしっかり学習しましょう。

地元の交番の方に来ていただいて、教えていただきます。
ちゃんと話している人の方を向いて聞く・・・基本ですね＾＾



道路標識は、車のためだけのものではありません
歩行者や自転車の人のためにもあるのです。
とくに「止まれ」などの標識は重要です
止まらずに行ってしまうと・・・一つしかない命大切にしましょう。

横断歩道をわたるときには
「みぎみて、ひだりみて、もっかいみぎ」
指さし確認をわすれずに

「手を上げて、道路をわたる、意志表示」
わたるときは、手をしっかりあげましょう。
特に子どもは小さいので、車から見えにくいのです。

日頃自動車を運転しているものとして一言・・・
「車にのっていると、やっぱり黄色い帽子がよく目立つのがわかります。
　登校下校では、わすれずしっかりかぶりましょう。」

３年生以上は自転車で学習します。



引き続き警察の方からお話をしてもらいます。

正しい交通安全は正しい整備から

わすれずに整備するコツは「ぶたしゃべる」だそうです

ぶ・・・ブレーキがきくかどうか

た・・・タイヤがまがっていないか、空気が十分入っているか

しゃ・・車体はゆがんでいないか、サドルはちょうどいい高さか（両足のつま先が届くくらい）

ベル・・ベルは鳴るか

それにプラスして、夜間の運転には



ライトがつくかどうか、反射板はきれいかどうか
も重要です。

日頃自動車を運転しているものとして一言その２
「ライトをつけていない自転車に気づくのは、大体１０ｍ～２０ｍくらい近づいてから
　５０ｋｍ／ｈで走行していると、ブレーキが間に合わない距離です。こわいです。」

自転車を発進させるときは
「右みて、左みて、右斜め後方みて」です。
発進時に自転車はぐらぐらしやすいので
後方から自動車が迫っている時の発進は、絶対にやめましょう。


